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はじめに

　南アジア，東南アジアを中心として作成されたPa1m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱいようぼん　　　ぱいた
LeafManuscr1pts，即ち，中国や日本に「貝葉本」「貝多
らよう

羅葉」と称される典籍1文書の類には，おおむね，次

の二種のヤシの葉が用いられたようである。

　　A：コリファヤシ学名Co肋肋舳ろ舳〃伽η
　　　　Lmn　英名タリポソトヤシTa11potPa1m　和

　　　　名コリバヤシ

　　B　パルミラヤシ　学名Bo㈱㈱刀α6θ1肋プLm
　　　　英名パルミラヤシ（パルマイラヤシとも）Pa1myra

　　　　Pa1m　和名オウギヤシ

　先学によっては，この他にも一＝のヤシの名を挙げら

れることがある。だが，いろいろな間題があるようで，
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それぞれ1真重に検討していく必要がある。

　また，二種のヤシの葉は，どこでも同時に並行して用

いられたのではなく，地域や国によって偏っているよう

である。例えば，比較的近代のスリランカ，タイ，ミャ

ンマー（ビルマ），ラオスなどでは前者のコリファヤシが

用いられ，他方，南インド，バリ島などでは後者のパル

ミラヤシが用いられた。

　そもそも，今日，書記素材として，これらのヤシの葉

を用いることは，どの地域。国においても一般的なこと

ではない。もはや，往時におけるような書記生活は推移

し，あるいは，廃れてしまい，その実態を正確に窺い知

ることは不可能である。それ故のことでもあろうか，少

なくとも現今では，上記のような地域による用・不用が，

表面的にせよ，見てとれるようである。

　私どもは，1996年8月（一次），1997年4月（二次），

1998年5月（三次）の三度の機会を得，タイの各地にお

ける書記素材，古典籍・文書，書記生活等についての調

査を行った。この過程において，私どもは，タイの歴史・

文化の大いさと奥深さとをあらためて認識し，大小の成

果を得ることができた。以下には，その一端としてタイ

における書記用のヤシの葉Pa1mLeaf，及び，その写本

の若干について述べておきたい。

　タイは，東南アジアの大陸中央部に位置する立憲君主

国で，1932年まではシャムSiamと称した。現在，正し

くは，タイ王国K1ngdom　of　Tha11and（Prathet　Tha1）
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といい，面積51万3千㎞，人口6万人，主要言語はタイ

語，とされる（『世界の国一覧表1998年版』，外務省編集

協力，世界の動き社編集発行，1998年4月20日初版）。住

民・言語の面においては，中部のタイ族1タイ語が中心

となっているようであり，これらのタイ系民族では，ス

リランカ系の上座部仏教が信奉されている。

　タイでも，紙Paperの普及する以前，典籍1文書類の

作成にはヤシの葉が用いられた。このヤシの葉，また，

その貝葉本Pa1m　Leaf　Manuscriptsを，タイではバイ1

ラーンBai－1arnという。baiは葉1eaf，1am（Tδn　Lam）

はコリファヤシを意味する。

　アユタヤ時代（1351～1767）に作成された歴史書1宗

教書，また，タイ北部のチェンマイCh1angMa1を中心

として，13世紀末から20世紀初頭まで存続したラーンナー

タイLamatha1期における古写本類などが注目されてお

り，こうした写本類には，ヤシの葉だけによるものもあ

れば，金色の塗料を塗った上に赤や黒のラッカーで文字

を書いた大型本もある。

　タイの貝葉本Pa1mLeafManuscr1pts，即ち，バイ・

ラーンについては，日本においても大小の言及があるが，

その素材や製法等を実地に調査した文献として，下記を

参照しなければならない。
　　　　　よしなり
　　○小林良生（元通産省工業技術院四国工業技術試験

　　　所勤務）著「タイ国に貝葉”バイラーン’’を求め

　　　て　　タリポット椰子とコイ紙紀行　　」（『百万

　　　塔』，第55号，1983年4月）

　　○木戸　啓執筆「バイラーン」（『世界の手漉紙』，1979

　　　年11月，株式会社竹尾，18頁，図版）

　この内，前者は，1982年（昭和57年）1月時における

バイ・ラーンというヤシの木の実態1成育地についての

調査，バイ・ラーンの起源，その製晶，及び，コーイ紙

についての調査を行ったものである。この種の研究は，

とかく文献だけに終始して実態を伴わず，現実と遊離し

た混乱を来しやすい。これはバイ・ラーンを実地に調査

した報告書として貴重なものである。本稿でも，以下，

必要に応じて言及する。

1　タイの書記素材一コリファヤシ

　1998年5月，第三次の実地調査では，主に，上記の二

種のヤシの植生，成育地，生活との関わり等について，

狭い範囲ではあるが，調査した。

　その結果を一口に言えば，次のようである。

　1。現在のタイにおいて，上記の二種のヤシ，即ち，

　　（A）コリファヤシ（学名0oり助α舳肋α〃妙ηL1nn

英名タリポットヤシTa1ipot　Pa1m）と（B）パルミラヤ

シ（学名3o肌∫〃∫ル6θ1炊プL1nn英名パルミラヤシ

Pa1myra　Pa1m）とは，併存している。

2。二種のヤシはらタイでは，次のように称口乎されて

いる（現地名）。

（A）コリファヤシ＝T6n1arn（1aan）トン・ラーン

（B）パルミラヤシ＝T6ntaanトン・ターン，または，

　Tδn　tar1トン④タール

　　T6nトンとは，（植物の木の）幹，茎の部分を意

　味する言葉である。

3。前者は，かつて書記に用いた。今日，その華の用

途は皆無に近く，よって，このヤシは無益である。

　後者は，その実は食用，薬用となり，幹は建材等

　となって有益であるという。

4．現在，後者もそうだが，前者コリファヤシは，自

生地はもとより，植栽地は激減しており，国有林，

国立公園，植物園といった形態の中でより適切な保

護を加える必要がある。

　タイは，日本の約1．4倍ほどの国であり，その北部，中

部，南部では，気候，風土，地質，植生などに大きな相

違がある。第一次，第二次の調査では，ミャンマー国境

に近い北部のメ｝サイMaeSai，チェ／ラーイChiang

Ra1，チェン・マイCh1angMa1を訪れたが，二種のヤ

シについての実情は把握できなかった。第三次の調査で

は，まず，（則コリファヤシ（学名Co肋肋舳ろ〃ω伽〃

タi）ポットヤシ）を求めて次の土地を訪れた。

［図版A］

　（1）東北部のコーン。ケーン県Khon　Kaen

　（2）中部西寄りのカンチャナフリー県Kanchanabur1

　（3）中部東寄りのプラチン・ブリー県Prachin　Buri

（1）コーン。ケーン県Khon　Kaen

　コーン・ケーン県の県都のコーン・ケーンKhonKaen

は，ハンコクBangkokより東北ヘハスで449㎞の地にあ

る，計画的に開発された，比較的歴史の浅い都市である。

航空機を利用すると，バンコクから35～40分ほどを要す

る。ウボン・ラットUbonratダム，コーン・ケーン国

立大学がある。2号線で170kmも北上すればメコン川

Makong（MaeNamKhong）であり，ラオス，ヴィエ／

チャンV1ent1aneと国境を接するノーン・カーイNong

Khaiの町がある。

　コーン1ケーンの市街地やその周辺には，コリファヤ

シは見当たらない。熱風に乾いた大地には全く無理な語

である。大体，コーラート高原Khoratp1ateauに占め
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られた，このイサーン　？iiS盃anと呼ばれるタイ東北部は，

洪水1皐魅，赤色砂岩という自然条件の厳しいところで
ある。

　そのヤシを目のあたりにするには，この市街地より，

国遣12号線で西へ向かった山岳地帯に入らねばならない

という。そこらは，ラオスのルアンワ㌻バン山脈Luang

PrabangRangeが南下してタイ領内に伸ひ広がったよう

な地域である。あちらこちらに広大な国立公園が設けら

れ，自然を尊重する形で動植物が保護されている。大小

の川や湖沼Reservoirも多い。

　コーいケーンの町から乗用車で12号線を西に向かい，

更にコーン。サンKhon　sanで右折して201号線を北上す

る。時遠60～100キロで，都合2時間ほど走り，プファマ

ルPhuphamaru国立公園に至る。公園の正門には門衛一

人が詰めている。が，音なう人は皆無に近いのではなか

ろうか。遣路端や門の脇などにコリファヤシの自生種が

兄られる。

　近くには，また，トンランDong1am国立公園（Chumpae

在）がある。門や看板もなければ門衛もいない。ここに

はコリファヤシの自生種（幼苗）が多く兄られた。

　ドンラン公園内には池沼もある。農作業を終え，その

傍らで昼食後の休憩をしている子連れの夫婦に問うと，

目の前の大きなコリファヤシを眺めながら，現在，この

ヤシやこの葉は何にも使わない，何に使うかもわからな

い，用途は皆無である，植える（栽培）こともしない，

これらは自分で生えているだけだ，いつの間にか大きく

なって野小屋を押し倒したりする，とのことであった。

［図版B］

　この辺りには，政府の手でチークTeakの植林が行われ

ている。この林の中にもコリファヤシの自生種（幼苗）

が多く生えているが，いずれは刈り取られ，成長するこ

とはないであろう。　　　　　　　　　（1998，5，6調）

（2）カンチャナフリー県Kanchanabur1

　バンコクより西ヘバスで2時間弱行った地にカンチャ

ナブリーがある。クウエー1ヤイ川Kwai　Yaiに架か

るクウエイ川鉄橋で知られた町である。

　森もあれば豊かな水脈もあるから，コリファヤシは随

所に生えているかと推測されたが，それは過去のことに

なってしまったようである。タイ国政府観光庁の支庁TAT

（Saengchuto　Rd　Amphoe　Muang在）で粘り強く問う

てみたが，この　帯ではそのヤシを目にすることはでき

ないという。但し，ミャンマーとの国境辺りに行けば兄

られるかも知れないという。

　ミャンマーとの国境は，直線距離で西に50㎞ほどであ

る。だが，当てもなくさまようわけには行かない。灼熱

の太陽を仰ぎながら途方に暮れてしまったが，しかし，

窮すれぱ通ずるということであろうか，たまたま世語に

なったサムロー（人力三輪車）のJouPutapon君（30歳）

に事情を語すと，間もなく次のような情報をもたらして

くれた。

　①隠居している父（70歳）が言うには，以前，この辺

りでもトン1ラーンT6n1amを植栽していた，友人の

一人（故人）は，昔，この地でトン・ラーンの切り出し

カッティングの仕事をしていた。

　②ここから東南東20～25kmの地にタモン村（郡）Tamong

（または，Thaamっっ口）があり，親戚が住んでいる。その

家にトン。ラーンの木1，2本がある。しかし，葉の伐

採はせず，その用途はない。

　③現在，ト／ラーンT6n1arnが多く見られるのは，

プラチンフリーPrachmBur1やカヒン・フリーKabm

Buriの村々であろう，今でも葉をカットして製晶を作っ

ているはずだ，と父が言うと。　　　　（1998，5，7調）

　翌日，バスターミナル前で軽食の屋台を営んでいる同

君のおばさんに頼んで軽トラックを運転してもらい，Jou

Putapon君と共にタモン村Tamongに向かう。運転席
に3人も乗れば窮屈だが，小さなクーラーが付いている。

くたびれたクーラーでも格段にありがたい。

　バスターミナルから30分ほど走り，サトウキビなどの

田畑の広がるタモン地区の一戸の農家に着く。所在地は，

58／1Tambon（村）Wangsa1a，Amphur（郡，
？amphgg）Tamong，Changwat（県）Kanchanabur1で

あり，老婦人の名は，ブンロ小デンカップMrs．Boon1oy

Daengk1ubという。大きな家屋で，一階に土間，食卓，

台所，居間などがあり，これといった壁はない。二階は

寝室らしい。ウサギ，アヒル，ニワトリ，犬，猫，ヒヨ

コ，その他，家畜の種類も数もやたらと多いのだが，こ

れらが気ままに平和共存しているのは不思議であった。

　問題のトン。ラーン（コリファヤシ）の木は，広い敷

地の裏手の一角に，二本生えていた。一本は開花1結実

後のもので，もはや枯死しつつあった。他は10年前後の

若い木である。

　二者は5メートルほど離れて立っていたが，前者は，

葉柄の残骸のような突起20ケ弱を留めるのみで，葉らし

い葉は着いていない。高さ約20メートルほどである。地

上1メートルの部分を測ると，幹周りは2メートルであ

った。これが開花・結実したのは，昨々年の11月から翌

年8月くらいのことらしい。その種は周り一帯に落下し，

芽を出したそれらは，もう30センチくらいにもなってい
る。
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　敷地内には，少々の庭木や雑木が生え，ワラ屑や柴な

どが置かれている。石の小さな祠も立っている。隣は広々

としたサトウキビ畑である。

　老いたブンロイ1デンカップさんの説明によると，以

前，連れ合いの生きていた時分，一緒にこの一帯に沢山

のトン・ラーンを植えた，その葉を伐採し，書記用のリ

ーフを切り採って寺院に売り，また，葉を裂いて刈った

イネを括るための筋紐を作ったりした。そうした農家は

他にもあった，今は，竹Bambooから紙を作るので，バ

イ・ラーンはいらない，トン1ラーンは全く植えない，

残っている木はこれだけだ，とのことである。

　一世代，二世代前ぐらいまでのカンチャナブリー辺に

おける状況が窺えよう。　　　　　　（1998，5，7・8調）

（3）プラチン1ブリー県PrachinBuri

　フ。ラチン㊥フリー県Prachm　Bur1のカヒンフリーKabm

Buriは，バンコクから東へ時刻表では普通列車で3時

間半～45分ほど行ったところに位置する。翌早朝，05時

54分，ホアランポーン鉄道駅発，10時35分，カビンブリ

ー着。途中の待ち時間が長く，時刻表より50分も遅れて

4時間40分も要してしまった。朝の内とはいえ，何をど

うしても暑いのに閉口したが，農耕地が地平線まで広が

っているのには驚かされる。この穀倉地帯を，更にその

まま行けぱアランヤプラテートAranyaprathetであり，

カンボジアとの国境である。

　カビンブリーの駅で下車し，ここから軽トラックを雇

って304号線をナコーン1ラーチャシーマーNakhon

Ratchsma方面に北上すると，60分でWang　Khon
Daeng　Vi11ageにさしかかる。

　この村の国遣沿いの一戸の農家を訪問してみると，折

しもトン・ラーンの，しっとりとした若い白い葉が地面

に広げられ，炎天の下に晒されている。［図版C］晒す

と，より白くなるのである。軒下では，今の今まで作業

中であったかのように，大小に切り刻まれた自い葉が，

刃物類と共に散らばっている。

　こめ辺りの村では，そこかしこの農家でトン1ラーン

を植え，その葉バイ。ラーンを加工し，細く裂いてこれ

を編み，帽子を作る。良いものは一ケ800Bahtという（1

Baht：3．6Yen）。日常的な婦人たちの仕事らしい。

　葉の用途は，けっこうあるようで，窺えば，少女の昼

寝している小屋の屋根も，隣家の台所の壁材もこのトン1

ラーンの若葉を干したものであった。

　この村の少し手前にはタップ1ラーンTapLarn村が

あり，タソプ何ラーン国立公園がある。この門前一帯に

は壮麗なトン・ラーンの美林が広がっていた。

　このカビンブリーの地は，トン1ラーンの生育地とし

てはよほど適しているらしい。小林博士も実地に訪間・

調査されている（上記文献，11～14頁）。但し，カビンブ

リーについても近くのナ。デイ地区NaDiDistrictに

ついても，小林博士の行程記録（キロ数，所要時間等）

には誤認がありそうである。その後に遣路事情が良くな

ったことを割り引いても，実際と合わないようである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1998，5，9調）

2　バイ1ラーンの調製方法1作成

　トン1ラーンの葉を切り取って経本用のバイ1ラーン

を作るにつき，小林博士は，その「文献（八）」，即ち，

「Lam　Thong　Shop出版の本」によって次のように述

べられる。（原文は縦書き）

　　葉柄部を切り，乾燥し，扇状にした葉の肋骨部を除

　　去する。この葉は一定の長さに切り，幅のほぼ同じ

　　もの同志をそろえる。広幅ものでも約ニインチあり，

　　経本用に使用する。そのためには，一定の長さにそ

　　ろえたものをしっかりと結び合せ，暗黒色の重いフ

　　レームに固定して，キルン中でスチーミングする。

　　その後，丸一日放置する。これは葉を成熟させるた

　　めのプロセスであり，極めて重要である。十分成熟

　　していれば，一○○年以上腐ることはないという。

　　ナロン博士は防腐剤添加論を説いたが，ここにはそ

　　の説明はない。筆者の推定では，文献の説明の方が

　　正しいと思う。余談であるが，（中賂），キルンから

　　出した後，数分間火であぷって，葉のなかに含有さ

　　れている油分をあぷり出して拭い去る。この後で完

　　全に乾燥させると，印刷用になる。必要があれば，

　　金粉や塗料で縁取りを行なう。　　　　　（10頁）

　文中，ナロン博士とは，小林博士に同行されたタイ科

学技術研究所の副所長であったナロン。チョムチャロウ

博士である。

　事情に詳しいはずのタイ側の解説であるから尊重しな

ければならないが，火で油分をあぷり出すとされる条が

気にかかる。これは，鉄筆による本未の伝統的な筆刻方

法には関わりないことであろう。Larn　Thong　Shopは

バイ1ラーンを用いてビジネス・カードや招待状などの

印刷を業務とする店である。この部分は，末尾にも兄え

る｛～印刷用’’のバイ・ラーンのためではあるまいか。

　また，利用する葉につき，あるいは，葉の用い方につ

き，小林博士の説明には誤解を生じ易い条がある。つま

り，葉柄（部）と葉（葉身，節葉部）とを混同していら

っしゃるかのような，次のような発言がある。
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内容・性格

タイにおける貝葉写本Pa1m　Leaf　Manuscr1ptsについて

点数

1　僧の規律／規則，D1sc1p1me　　　　　　　　　8

2：仏教の経・経蔵（三蔵の一）・Sutra，スウトs亡ut

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43
3　仏教の論（三蔵の一），アピタムpaphitham　　20

4　ハーリ語Baa111（パーリ語〈中期イント語，上座部仏

　　教語〉）で書かれた経典1経文1カムピーkhamph11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

5：祈りの言葉　　　　　　　　　　　　　　　　12

6　仏教の功徳，アニソン？aanis6U　　　　　　24

7：仏陀の昔の化身の物語　　　　　　　　　　　214

8：訓語。教戒，オーワート？oow貧at　　　　　　11

9　風俗摺俗・慣習，プラペニーprapheen11／宗教儀式1

　　典礼。礼拝，ピテイカムphith11kam／威厳ある王室

　　儀式1典礼，プララーチャprar盆atcha－phith11　38

10仏法・タルマ，タムtham（thamma一）　　　　78

11：伝説1故事。物語，ニヤイniyaai　　　　　　25

12民間説語，ニターン1プーンパーンnithaan－
　　ph前wnb盆an　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

13仏教についての縁起。歴史・タムナーンtamnaan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34

14：仏陀の時代の諸国の王の歴史1年代記1タムナーン

　　tamnaan　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

15：（普通の）法律Laws／規則Ru1es　　　　　33

16語学文学の教科書・参考書1タムラーtamraa－
　　p註ks5っn－ras註at　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28

17：詩作niphon詩を作るr6oi－kroっ口／文学wan－
　　khadii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　183

18　占星術の教科書・タムラーtamraa－h6oraas註at26

19薬の教科書。タムラーtamraa－yaa　　　　　　22

20：その他の教科書。タムラー　　　　　　　　　　10

21公務の記録cδt－hさet－r盆atchakaan／個人の記録

　　cdt－hさet－b亡kkhn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

22：以上の他全部　　　　　　　　　　　　　　　84

231’（こまごました）雑々bさtta1さt　　　　　　114

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，059

　以下，古写本のリスト，寄贈者等の記述を賂す。点数

の総計は「1，059」となっている。これらの数字は，実

は手書きでメモされたもので，数宇が欠けている箇所も

ある、＊部など，所要のぺ一ジ数からすれば1O点ほどの

点数が欲しところであるが（あるいは，その前後のいず

れかに合算されたか），今はそのままとした、

　壁いっばいに据えられた木製（ガラス戸）の貴重書保

管庫は4連から成り，それぞれは6棚から成る。

　　保管庫の112（奥の左手）：貝葉本［図版D］

　　同3（その右側）：黒いコーイ紙の折り本

　　同4（その右側）：黒いコーイ紙の折り本，紙本文

　　　　　　　書，貝葉本（一部，新・旧，印刷本）

　ヤシの葉による貝葉本には，大判の写本，’中判1小判

の写本，数百葉の大冊から数葉の小品，書昧や表紙のあ

るもの1ないもの，板表紙や小口に金や朱の塗料を塗っ

たもの1塗らないもの，装飾や模様を持つもの・持たな

いもの，など様々なものがある。［図版E］

　コーイ紙の写本は，若干の差はあるものの（1センチ

弱くらい），大体，縦横は同じである。［図版F］

　これらの写本は，原則として皆，個別に，その形体に

合わせて作った，多くは細長い筒状の自い麻袋に入れら

れている。細い紐で袋の口を絞り，袋の余った部分は右

巻きに巻き振じってしまう。やや薄暗い部屋ではヲこれ

が大きな白いカタツムリのように兄える。これに書題を

記した白いエフをぷら下げる。

　ヤシの写本は，コリファヤシ，即ち，トン・ラーンを

用いた幅4～6センチ前後予長さ30～50～60センチ前後

のものである。尖筆に黒ススか油をもって，左から右へ

4～10行で筆刻される。1穴本（中央よりやや右寄りに

穴を穿つ）もあるにはあるが，2穴本が多い。2穴は，

④行儀よく対称的に中ほどに位置するもの（例えば，左

端から第1穴まで，また，第2穴から右端までが各18セ

ンチ，2穴間が17．3センチ）と，⑤その位置より，それ

ぞれ右寄りに穿たれたもの（例えばう左端から第1穴ま

でが22．7センチ，第2穴から右端までが5．1センチ，2穴

間が26．3センチ）との二様がある。いずれに←ても，左

穴に紐（0．3ミリ前後）を通す。厚い大冊になると，紐で

は擦んでしまうので竹串を用いることがある。

　ヤシの写本には，また，竹製の峡を有するものがある。

この朕は，割り竹を写本の横長分（左～右）に切り，内

肉をそいで薄くし，4ミリ幅，8ミリ幅，あるいは，1．O

ミリ～1．5ミリ前後の幅に整え，これを細糸でスダレ状に

編み込んだものである。麻布に縫い付けたものもある。

すべて，写本の形体に合わせて作成される◎

　なお，ここでは兄られないが，貴重な仏典や祈穣書等

には写本櫃Manuscr1pts　Chestや書棚Book　Cabmet

が用意されることがあり，バイ・ラーン貝葉を披兄する

には専用の書兄台Kaakayiaを用いることがある（アユ

タヤ，チャオ・サン・プラヤー国立博物館等に展示）。

　ところで，チェン・マイ周辺，ランプーンLamphuun

（県），ランパーンLampaaO（県），パヤオPhayau（県），

プレエーPhr倉ε（県），メーホンソンMεεh5Us6っn（県）

などの寺院には大量のヤシの写本が遺存しており，その
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内の重要なものは，日本からの資金援助も行われてマイ

クロ1フィルム化されている。この間の事情については，

岩本一恵氏執筆「タイ　ランナータイ古文書の調査と保

存作業」（『トヨタ財団レポート』ヲN045）に詳しい。

　国立民族学博物館（吹田市）には，それらを和紙に複

写印刷したものが所蔵されている。整理メモに，”Lama

pa1m1eaf　of　manuscripts　vo1．1～30”とあるのがそれ

で，A3判（横），計30巻（30冊）〈但し，内第25巻の1

巻欠〉から成る。内訳は，第1巻～第11，第13～20巻，

第22～24巻，第26巻，第30巻がBuddh1sm（Phutthasat－

sana），第12巻、第21巻，第27～29巻がM1sce11aneous

（雑々）となっている。もっとも，この30巻は全体の一

部であり，全体を兄るにはチェン垣マイ大学の社会経済

学研究室に行かねばならない。　　　（1996，11，11調）

上記に関連し，以下の機関に触れておこう。

○　チュラロン・コーン大学Chu1a1ongKornUniversity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1997，4，3調）

　バンコクのパヤタイ通りPhya　Thai　Rd．に位置する，

ラーマ五世（チュラロン1コーン，在位1868－1910年）

の名を冠し，1917年に創設された，タイ最古の国立総合

大学である。王族との関わりも深く，多くの人材が官界

上層部に進出している。

　この大学のCentersofAcadem1cResourcesの貴重書

室（6階，602／01室川2室）には，この国の，外国と

の政治1経済，思想1文化等の交流を物語る歴史的に貴

重な古い洋書が多数保存されており，また，王室関係の

ハイ1ラーン（貝葉本）やコーイ紙等の典籍1文書が保

存されている。バイ1ラーンでは，象牙板を埋め込んで

文字を筆刻した特殊な写本，大型の宗教（仏教）写本（約

200年前，クメール語），中型のラーンナー・タイの宗教

書などがある。中には，書物としての実体（文字を記し

たリーフ〉を失って板表紙だけのものもあるが，これら

についても，その装飾，模様，塗料・塗装等に相応の研

究価値のあることを教えられた。［図版G］

　なお，本館に所蔵されている貴重な参考書として次が

あるので，挙げておく。

①Ms．KongkaewWeeraprajak（ゴングゲーウ1ヴィ
ラープラチャグ著）：Kω〃伽舳sα舳〃肋ク（サムッド・

タイの製造），〈タイ語＞，仏暦2521年（西暦1978年），Roya1

L1brary（タイ），書型260×189cm

　目次・前言4頁，本文25頁ほどの冊子で，サムッド・

タイ，及び，バイ1ラーンの作り方について図版（自黒，

8枚）を入れて解説したもの、金文タイ語。著者の肩書

きは，バンコク国立図書館司書。

　なお，サムッド④タイ，または，サムッド1コーイは，

コーイkhδっiというクワ科ムクバナタオレボクS加ろ伽∫

ゆθプLour．の樹皮の繊維で作った大型の折り本である。

紙の肌は黒く，これに白い文字，また，絵を書く。アユ

タヤ時代後期によく用いられたとされる。サムッドSam亡t

は書物，冊子の意。

②’’肋妙肋ろαク肋〃伽肋肋o〃8α1泌物物舳
后oo曲”（バンコク朝時代における重要なバイ・ラーン写

本を探査する），〈タイ語＞，仏暦2527年（西暦1984年），

書型18．3×13．Ocm．

　内題・前言等が4頁，本文46頁，本文中に図版（カラ

ー）16枚とリスト等16頁を含む。小冊子ではあるが，詳

綱な解説書であり，図版も貴重である。

　なお，関連して，タイ，カンボジアの碑文に関する次

も所蔵されている。

③GeorgeCoedさs，”Co11ectiondeTextesetDoc吐
mentsSur　L’Indoch1ne　III”のシリースの”Inscr1pt1ons

du　Cambodge　vo1V，1953年，vo1W，1954年，vo1
V皿．，1954年，共に，Pari臥書型28．O×19．3cm．

　セテスには，『カンホジア刻文集』’’Inscr1pt1ons　du

Cambodge”6巻（1937～54）の著書がある。共に，　帯

のクメール民族1文化研究のための貴重な文献である。

○　コーン。ケーン大学Khon　Kaen　University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1998，5，6調）

　タイ東北部唯一の総合大学である。この芸術・文化セ

ンターには，様々な民俗資料に混じってバイ・ラーン写

本，及び，コーイ紙の写本が50点前後展示されている。

貝葉に関しては，57～63センチの大型本から，数葉のリ

ーフがあり，また，色々な形態の板表紙，竹1布製の蛛，

袋恢まで多様である。けっこう古いものがあり，多くは

クメール語khmer（カンボジア語Cambod1an）が用い

られている、［図版H］

　この大学は，期せずして訪問させていただくことにな

ったが，こうしてみると，タイの各地には，大小，この

ようなコレクションがあるということではなかろうか。

日本各地の国・公立，私立の図書館。資料館等には，古

写本類はともかく，江戸期の版本くらいなら，大なり小

なり保存されている。バイ・ラーンの伝存状況は，ちょ

うどそんな感じではあるまいか。

4　パルミラヤシについて

　この第三次の調査ではコリファヤシ（トン1ラーン）

の実状を調べるのが主たる課題であったが，思わぬ形で
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パルミラヤシ（トン・ターン，または，トン1夕一ル）

の存在を確認することになった。即ち，タイの各地には

このヤシが植えられており、その花序液が製糖，酒，薬

などに利用され，また，雌株の実が食用とされているの

である。

（1）　コーン・ケーンにて

　コーン1ケーンの市街地から12号線を西に向かう。コ

ーン・ケーン大学を右に兄て，空港へのバイパスをくぐ

り，郊外に出る。途中のNongRuaの右手20キロのUbo1

RatanaReservoir付近からは古代の恐龍の化石が出てい

る。12号線は，だだ広い平野の中を，ほぼ真っ直ぐ西に

伸びている。

　そうした遣路の端では，時々，物売りを兄かけること

がある。簡単な小屋掛けもあれば，日傘一本の婦人もい

る。車を止めるドライバーも，ままいるようである。

　その一つに，透明ビニールの小袋に入れた白いものを

売っている婦人がいる。この，白いものと兄えたのが，

パルミラヤシの実，否，正確には，その実の胚乳（部）

である。ちょうど，日本のお正月の，扁平状の丸餅のよ

うな形で，やや楕円形をしている。寸法は，直径が横5

センチ，縦6センチ，厚さ2センチである。これが，ビ

ニールの小袋二つで（一袋に14～17ケ入り）15Bahtだと

いう。［図版I］

　あたりを見れば，パルミラヤシは，時々，遠く近くの

田畑や遣の脇に，一本，あるいは，二三本，まれに8本

ほども並木のように植えられて空に突き立っている。

　パルミラヤシは，このコーン・ケーンではトン・ター

ルTδnTar1といい，この白い胚乳をルク1タールLuk

Tar1というとされる（Mr　SontatPah1tab，Mrs　Pranee

Pah1tab，Ms　RatchaneeNabk1ang談，641Watawuttar－

am2，Ruenrom　Rd　A　Muang，C　Khon　Kaen，40000，

在住）。ルク1血uk（1uk〉とは，（人間の）子女，息子1娘，

（動物の）仔，（植物の）実1果実を意味するタイ語であ

る。

　パルミラヤシは，3月頃に花を着け，この時節（5，

6月），大きな丸い実を房状に着ける。実は，初めは青緑

色だが，この頃，全体的には黒くなり，頭の小さな突起

の周辺部だけが黄色い。房からもぎ取り，ヘタを外して

計測すれは，若干の大小はあるが，尻から頭までの高さ

（縦）が10センチくらい，直径（横）9．5センチくらいで

ある。バリ島の場合より小さ目である。

　農夫らは，ナター丁を持ってこの高いヤシに登り，房

を切り落とし，実をもぎ，それぞれの実（殻）をえぐっ

て中の胚乳をポロリと取り出す。この胚乳は，その実の

青い時分には水っぽい果汁そのものである。それが，だ

んだんと外側から固まっていき，半透明のゼリー状（プ

リン状）となる。最後の，中心部の透き間も詰まる頃に

は，その外果皮は黒くなっているのでう農夫は，これを

目印にして採取する。［図版Jコ

　胚乳は，一個の実に，大体，3個入っているが，2個

のこともある。ゼリー状の胚乳は，自い内皮に包まれた

ままの状態で取り出し，売りに出す。この内皮は，時間

がたつにつれてひぴ割れてくる。食べる時は，ナイフ（場

合によっては，指の爪でも）で剥き取る。胚乳は，瑞々

しい，あっさりとした甘い味である。指がねとつくよう

なこともない。食後のデザート，あるいは，おやつ（間

食）に向いている。後に，町に帰った折，気を付けてみ

ると，人通りの多いバスターミナルの隅などでもラこれ

を売る婦人がいた。

　実は，その後，熟して来る。黒い外果皮の内側の繊維

質は黄色く，軟らかな果肉となりう甘い強烈な匂いを発

するようになる。胚乳もそのままの形で固く成熟する。

燭熟した繊維質が崩れ出す頃，胚乳は成熟し終わって，

いわゆる，種となる。落下するのは，この前後たが，繊

維質が黄色く熟れる時分には，自い5ミリほどのウジ虫

状の幼虫がたくさんもぐり込み，固くなりかけた種（胚

乳）を食害してしまうことが多い。

　パルミラヤシの雌株は，こうして実が着くから有益で

あり，雄株の花序液からは薬（利尿剤か）を作る，これ

らの幹は，高くて固いのでボート等の材料となるとの説

明もあった（Mr．Sontat　Pah1otab談）。［図版Kコ

　パルミラヤシは，雄雌共，その花序液から砂糖，また，

酒などを作ることでも有名であるが，国によって，また，

同じくタイでも，地域により，時代によってその利用の

方法が相違するようである。

（2）カンチャナブリーにて

　パルミラヤシは，ここらではTonTanというのだと，

先のJou　Putapon君は言う。

　ちょとした雑木林やココヤシの茂みの中に，また，イ

ネやサトウキビなどの開けた田畑の真っ只中に，一本，

あるいは，数本，といった状態で，その孤高の姿を遠望

し，また，仰ぎ兄ることができる。散在的な植栽であり，

まばらな存在である。TATの職員は、カンチャナブリー

から東方10キロのノン1カオNong　Khao村に行けば，

たくさん植えてあると言う◎［図版L］

　そのtanにつき，松山納著『タイ語辞典』に，次のよ

うに兄える（タイ文字の見出し語を略す，384頁）。

　　taan　　　［名コ《植物》砂糖ヤシ，扇シュロ

　　　　ーtanδOt　（下略）

　　taanpam細［名］貝葉〈文字を書写するシュロの葉＞
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　前者のターン，ターン・タノードはパルミラヤシのこ

とである。後者に見える一pann命は，書物，書籍を意味

する文語である（同書，621頁）。これは，パーリ語のpapna

（葉，樹葉；貝葉；手紙を意味する，水野弘元著『パー

リ語辞典』，二訂版，1970年11月，春秋社，166頁）から

の借用語らしい。サンスクリット語ではparpaである（鈴

木学術財団編『漢訳対照梵和大辞典』，新装版，1994年2

月，講談社，762頁）。

　パルミラヤシにつき，コーン・ケーンでは夕一ルとい

い，ここではタン（ターン）という。これは，方言の違

いではなかろうか。コーン。ケーンは，東北タイ方言，

ここは中部タイ方言に属する。中部タイ方言は，バンコ

クの言葉を基にした標準タイ語に最も近い。Jou君のタ

ン（ターン）も標準タイ語ターンに近い形である。

　なお，その白い実1血uk（胚乳）も，カンチャナフリー

のバスターミナル近くの遺端で目にすることができた。

近郊の農家の婦人であろうか，二人でおしゃべりしなが

ら，やはり，透明なビニールの小袋に詰めて売っていた。

（3）バンコク，その他

　パルミラヤシは，実はバンコクの周辺でも目にするこ

とができる。さすがに市街地は無理だが，地方に向かう

バスに乗ると，その郊外に，殊に，西部や南部方面など，

散在的に，まれには列をなして，聲えているのが兄える、

［図版M］

　タイでは，従って，北方，山岳部を除く，その大体の

ところでこのヤシを目にすることができそうである。

　なお，パルミラヤシが最も多く栽培されている地域の

一つは，バンコクから800キロほど南下したソンクラ

Songkh1a（県）のサトゥーンプラ半島SathmgPhraだ

とされる（パルミラヤシ職業開発クループ執筆「パルミ

ラヤシからの地域づくり」，『ヤシの実のアジア学』，1996

年11月，コモンズ，242頁）。ここでは，主にその花序液

からヤシ砂糖を作っている。

おわりに

　タイのハイ・ラーンPa1m　Leaf　Manuscr1pts（貝葉）

は，貴重な歴史資料であり，文化遺産である。我々は，

常に，後世に残し伝える努力だけは怠ってはならない。

消えることはあっても決して増えることはない。バンコ

クのTa1atChatuchak市場，また，北部のメ｝サイ，

チェン1マイなどからはその流出も兄られる。主にミャ

ンマー系のものであり，データのないままの骨董品でし

かないが，再生産や復刻1複製の不可能であることを思

えば，痛ましいことである。

　バイ・ラーンの素材であるコリファヤシ，即ち，トン・

ラーンの植栽地は，確実に，かつ，急速に減少しつつあ

る。保護の手を休めてはならず，また，バイ・ラーンの

製作1筆刻の方法についても，これを国家的伝統技芸と

して保持1確保しておく必要がある。

　パルミラヤシ，即ち，トン・ターン（タール）も，そ

の利用方法，利用度は減ってきているのではなかろうか。

製糖産業で採算がとれるならよいが，そうでない場合は，

植栽されない方向へ向かうであろう。日常的に，その実

を食べ，葉や幹を身辺の生活に役立てるのは，いつまで

のことであろうか。

　ところで，タイにおけるこのパルミラヤシにつき，気

になることがある。

　先に，「貝葉く文字を書写するシュロの葉＞」を意味す

る「ターン・パンナtaan－pann和」というタイ語に触れ

た。このパンナが書物，書籍，貝葉本を意味するとすれ

は，ターンtaan，即ち，パルミラヤシ（の葉）もその

素材とされていたのではないか，と疑われるのである。

　南インドでもバリ島，ロンボク島でも，書物1貝葉本

の作成にパルミラヤシを用いたのだから，その素材とさ

れることは可能だが，事実はどうであったろうか。スリ

ランカのように，かつてはコリファヤシ，パルミラヤシ

が両用され，前者は経典など上質の書物に用いられ，後

者はその他に用いられたということであろうか。

　タイ語の語彙は，その約三分の二が外来語である。殊

に，パーリ語・サンスクリット語の影響が大きい。今の．

pann命も，別に「写本；書籍，書巻；経書，経典；抄写

用の貝葉（bai1aan）」などを意味するPδotthak註pも，

外来語である。言葉がものに即しないで，言葉だけで行

き来する蓋然性もあるので問題が複雑になってくる。な

お，考えてみなければならない。

　パルミラヤシはアフリカ原産といわれ，これがインド

に入って書記素材とされたのは，比較的近代になって，

（16世紀末～）17世紀初～19世紀初頭（東部インド地方）

のことであるとする説がある。A．F．Rudo1f　Hoem1eの

’’An　Epigraphica1Note　on　Pa1m－1eaf，Paper　and

Birch－bark’’，　∫oz〃〃α1ρ1肋θλ∫クα〃6S06クθ妙　ρ1

肋昭α1，LX　W，Pt．I，NO．2．1900，P．122，P．124）の所

説がそれで，それまでのインドの仏典，その他はコリフ

ァヤシに写されたとされる。重厚な調査・研究に基づく

所説である。とすれば，それより東側の諸国1地域もこ

れに倣うことになろう。しかし，仏典や仏書音義などの

記述を分析すれば，中国唐代以前，インドには，既に，

パルミラヤシが存在していたように兄受けられる。3世

紀の仏典La11taV1stra（仏説普曜経）に見える”Ta1a一
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pha1asya”もパルミラヤシの果実をいうのであろう。更に，

MrVGanesan（Inst1tute　of　As1an　Stud1es）からは，

紀元前2世紀の文献の，”Paripata1”やタミル語文法書

Tam11grammat1ca1text”To1kkapp1am”に，この

Pa1myraヤシの木とその言葉Pana1（タミル語）につい

ての記載・言及がある，との教示を得た。

　パルミラヤシは，もし，それがアフリカ原産であると

しても，紀元前のかなり古くから南アジア。東南アジア

　帯に広まっていたように樹則される。文字との出会い，

書記素材としての利用方法についても，その上にたって

考えていかねばならない。　　　　　（Sept．3．1998）

［付記］

　本稿は，平成10年度則期，大学院修士課程における国

語学特論の講義ノートの一部を抄出したものである。参

考文献，注記，また，フィールド1ワークに際して協力

していただいた方々など，付言すべきことは多いが，今

は割愛させていただく。
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